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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
良
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

よ
り
農
業
委
員
会
の
活
動
に
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

今
、
多
古
町
は
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
空
港
機
能
の

拡
張
に
伴
う
労
働
人
口
の
増
加
や
、

グ
ッ
ド
マ
ン
誘
致
に
よ
る
空
港
物

流
施
設
の
整
備
、
さ
ら
に
は
令
和

８
年
度
開
通
予
定
の
圏
央
道
の
建

設
な
ど
、
町
の
発
展
に
繋
が
る
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
成
果
に
よ
る
企
業
誘
致
や
人

口
増
加
を
考
え
る
と
、
明
る
い
未

来
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
農
地
転
用
に
よ
る
農

地
の
減
少
や
農
業
離
れ
と
い
っ
た

課
題
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
多
古
町
の
農
業
を
ど
の
よ

う
に
持
続
さ
せ
て
い
く
か
が
、
重

要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
の
政
策
と
し
て
地
域

計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
域
計
画
で
は
、
農
業

者
や
地
域
住
民
が
話
し
合
い
、
将

来
の
農
地
利
用
を
地
図
上
に
明
確

化
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域

農
業
の
設
計
図
を
描
く
こ
と
が
目

的
で
す
。
町
、
農
業
者
、
地
域
住

民
が
協
力
し
て
、
農
地
が
農
地
と

し
て
利
用
さ
れ
続
け
る
仕
組
み
を

考
え
ま
す
。
意
欲
あ
る
担
い
手
に

よ
る
規
模
拡
大
や
効
率
的
な
営
農

活
動
、
新
規
就
農
者
や
企
業
の
農

業
参
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
議

論
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
多
古
町
の
農
地
が

持
続
的
に
活
用
さ
れ
、
特
産
品
で

あ
る
多
古
米
や
魅
力
的
な
野
菜
の

生
産
を
通
じ
て
、
地
域
が
笑
顔
と

活
力
に
満
ち
た
場
所
で
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶多古

町
農
業
委
員
会
会
長　

齊
藤　

直
行

いいききいいききフフェェススタタ
TTAAKKOO22002244

　農業委員が生産した多古米、やまと芋をはじめとする
旬の採れたて野菜の詰め合わせをチャリティ販売しまし
た。今年も販売前から行列ができ、大盛況。恒例の綿あ
め販売もお子様たちに大人気でした。
　収益金の一部は、社会福祉協議会を通して寄付されま
した。
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先
日
、「
農
業
会
議
創
立
70
周
年
記
念

式
典
」
な
ら
び
「
担
い
手
確
保
育
成
・
農

地
利
用
最
適
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

農
業
委
員
会
の
歴
史
や
、
農
地
利
用
の
最

適
化
に
向
け
た
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

昨
年
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と

し
て
地
域
を
回
り
、
農
地
利
用
状
況
調
査

を
行
っ
た
際
、
遊
休
農
地
の
多
さ
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
先
人
た
ち
が
苦
労
し

て
開
拓
し
た
大
切
な
農
地
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
原
野
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
危
機
感
を
抱
き
ま
し
た
。

　

原
因
と
し
て
は
、
耕
作
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
在
、
農
業
経
営
の
不
安
定
さ
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
因
に

よ
る
耕
作
放
棄
は
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
利
用
の
最
適
化
を
進
め
る
た
め
に

は
、「
耕
さ
れ
て
い
る
農
地
を
、
耕
せ
る

う
ち
に
耕
せ
る
人
へ
つ
な
ぐ
」
と
い
う
基

本
方
針
を
大
切
に
す
る
べ
き
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
農
地
の
所
有
者
や
耕
作

者
を
明
確
に
し
、
担
い
手
の
農
作
業
効
率

化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

農
地
の
集
積
や
耕
作
者
の
確
保
を
通
じ
て
、

地
域
ご
と
の
計
画
を
作
成
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

今
後
、
農
業
の
安
定
と
発
展
に
向
け
、

地
域
の
皆
様
と
共
に
地
域
計
画
の
作
成
に

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
力
を
尽

く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

農
業
者
の
急
激
な
減
少
に
伴
い
、
耕
作

放
棄
地
が
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
次

世
代
の
担
い
手
が
効
率
的
に
農
業
を
行
う

た
め
に
は
、
農
地
の
集
積
・
集
約
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

昨
今
の
農
業
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の

現
状
を
、
現
役
農
業
者
は
ど
う
感
じ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
農
業
人
口
の
減
少
や

高
齢
化
が
進
む
中
、
多
く
の
現
役
農
業
者

は
、
自
分
た
ち
の
家
や
農
地
を
子
ど
も
や

身
内
に
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
担
い
手
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
次
世
代
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
ぐ

か
を
家
族
や
身
内
で
話
し
合
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
こ
れ
は
、
代
々
受
け
継
い
で
き

た
農
地
や
伝
統
、
文
化
を
ど
う
未
来
に
残

す
か
を
考
え
る
大
切
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
豪
雨
に
よ
る
洪
水
や
巨
大
化
す

る
台
風
、
長
期
間
続
く
高
温
な
ど
、
農
業

を
取
り
巻
く
自
然
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
天
変
地
異
が
農
作

物
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
中
、
自
然

環
境
を
す
ぐ
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
家
族
や
身
内
で
の
話
し
合
い
は
今

す
ぐ
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
を
通
じ
て
、
農
地
の
相

続
と
継
承
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
家
族
で
の
話
し
合
い
を
重
ね
、
次

世
代
へ
の
引
き
継
ぎ
の
準
備
を
進
め
る
こ

と
が
、
農
業
の
未
来
を
守
る
第
一
歩
に
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
農
業
会
議
創
立
70
周
年
記
念
式
典
」
な
ら
び
に

「
担
い
手
確
保
育
成
・
農
地
利
用
最
適
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
石
橋
　
伸
浩

香
取
・
印
旛
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
幸
島
　
一
広
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地
域
計
画
の
法
定
化
に
伴
い
、
令
和
七

年
四
月
以
降
又
は
、
地
域
計
画
が
策
定
さ

れ
た
地
域
は
、
原
則
と
し
て
農
地
中
間
管

理
機
構
（
以
下
、
機
構
と
い
う
。）
を
経

由
し
た
農
地
の
貸
借
方
法
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
従
来
の
農
地
法
第
三
条
に
よ
る
農

地
の
貸
借
は
で
き
ま
す
が
、
市
町
村
が
作

成
す
る
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
農

地
の
貸
借
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な

い
地
域
で
も
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

で
き
ま
す
。
地
域
計
画
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
ま
ず
は
農
地
の
あ
る
市
町
村
に
御
相

談
く
だ
さ
い
。
機
構
が
市
町
村
と
協
力
し

て
農
地
の
貸
借
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
賃
料
の
徴
収
、
支
払
い
は
原
則
機
構

が
行
い
ま
す
。

　

農
地
の
貸
借
に
関
す
る
こ
と
は
、
産
業

経
済
課
農
村
整
備
係
（
☎
76 

-5
4
0
4
）、

農
業
委
員
会
（
☎
76 

-5
4
0
3
）、
公

益
社
団
法
人　

千
葉
県
園
芸
協
会
（
☎

0
4
3
-2
2
3
-3
0
1
1
）
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
の
貸
借
方
法
が

変
わ
り
ま
す
。

ストップ！違反転用

農地の利用状況調査を実施しました。

　田畑を資材置場や建物用地に転用するときは、事前に千葉県知事の許可が必要です。農地法によ
り転用ができない農地もあります。着工前に必ず農業委員会にご相談ください。
※田畑に土を入れて、耕作条件を改善する「農地造成」にも「一時転用」の許可が必要です。
農地を借りた人が行った違反行為であっても、最終的な責任が、所有者にまで波及することがあります。

◯利用状況調査とは
多古町農業委員会では、町内農地の利用状況
を確認するため、毎年、8月から9月にかけ
て全ての農地を対象に現地調査を実施してい
ます。

◯遊休農地とは
農地の耕作や、草刈り等を行わず、何年間も
放置して雑草や雑木が繁茂していること。
遊休農地の発生は、害虫の発生や鳥獣被害を
誘発したり、排水路を塞いだりする等隣接す
る農地や近隣住民に悪影響を及ぼす可能性が
あります。

◯農地の適正な管理をお願いします。
耕作していない農地をお持ちの方は、草刈り
等の適切な管理を行い、いつでも耕作ができ
る状態を保っていただきますよう、よろしく
お願いいたします。

今年、導入したタブレット端末で効率的に
調査を進めることができました。↑↑↑↑
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ベジタブルインキを使用しています

2025 年 1月 1日発行

環境に優しい植物油インキを使用しています

新聞
全国農業

NATIONAL
AGRICULTURAL

NEWS

発行日／毎週金曜日　購読料／1ケ月700円
お申し込みは農業委員会へ

農
業
経
営
に
役
立
つ

情
報
が
満
載
！

たこまち農業委員会だより　編集・発行　多古町農業委員会　〒289-2292 千葉県香取郡多古町多古584番地　TEL.0479－76－5403

多古町農業委員会  ☎0479-76–5403　JAかとり多古支店  ☎0479-76-2012加入のお問い合わせ

農業者年金は、国民年金の公的な上乗せ年金です。

農業者年金に
加入しましょう！

21日〜25日です
※土、日、祝日は除きます

農地法に係る
許可申請書受付日

●年間60日以上、農業に従事する方
●国民年金の第1号被保険者（保険料納付免除者を除く）
●20歳以上65歳未満の方（60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者）

農業者年金の加入資格

●農業者年金の加入に、農地の権利名義は必要ありません
●農業経営者の配偶者だけでも、資格条件を満たせば加入できます

配偶者に優しい年金です。

●�積立方式・確定拠出型で少子高齢化時代に強く、加入者・受給者数に左右されな
い安定した制度です

●�支払った保険料は全額が確定申告で社会保険料控除に計上できる
●�通常加入の場合、保険料額は月額2万円～6万7千円の間で自由に決められる
　※35歳未満の方が条件に該当した場合
　　月額1万円まで引き下げ可能
●�終身年金で、65歳から受取可能。
　80歳前に亡くなられた場合、死亡一時金あり
　※65歳から75歳の間で、受給開始を自由選択 

農業者年金の特徴

三つの要件を満たせば
どなたでも加入できます


